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淀川区将来ビジョン2025

SDGs（持続可能な開発目標）とは、「誰一人取り残さない、
持続可能な社会」の実現をめざし、国連サミットで採択された
2030年までの国際目標で、17のゴールと169のターゲットか
ら構成されています。

この「淀川区将来ビジョン2025」でも、SDGsの観点を踏ま
えて取組みを進めていきます。



区長が淀川区の基礎自治行政を総合的に推進していく上での中期的な理念として、区
のめざすべき将来像と、その実現に向けた施策展開の方向性などをとりまとめ、区民の
皆さまに明らかにするものです。

この「淀川区将来ビジョン2025」では、令和４年度（2022年度）から令和７年度
（2025年度）までを計画期間として、区のめざす将来像「つなぐ・ひろがる・支えあ
うまち よどがわ」の実現に向けた、施策ごとの方向性や目標を示しています。

今後、このビジョンに沿って、「つなぐ・ひろがる・支えあうまち よどがわ」の実
現に向けて、区民の皆さまとともに、区役所職員一丸となって取り組んでまいります。

1淀川区将来ビジョン2025

第１章 淀川区将来ビジョン2025について

淀川区将来ビジョンとは



2淀川区将来ビジョン2025

第１章 淀川区将来ビジョン2025について

運営方針は、将来ビジョンの年度ごとのアクションプランとして、毎年度策定します。

計画期間

淀川区将来ビジョン2025は、令和４年度（2022年度）から令和７年度（2025年
度）までを計画期間とします。

将来ビジョン

運営方針
令和５
(2023)
年度

令和６
(2024)
年度

令和７
(2025)
年度

令和８
(2026)
年度

令和９
(2027)
年度

令和３
(2021)
年度

令和４
(2022)
年度

令和８年度～
(2026)

令和４年度～令和７年度
(2022) (2025)

～令和４年度
(2022)



淀川区は、大阪市内北部を東西に流れる神崎川と淀川に挟まれ、
面積は12.64平方キロメートルです。区域は東西にやや細長く、
東は東淀川区、西は西淀川区、南は北区、北は吹田、豊中、尼崎の
３市にそれぞれ隣接しています。
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第２章 淀川区の概況

令和6（2024）年7月には
東淀川区からの分区50周年を
迎え、令和7（2025）年4月
には、区制100周年を迎えま
す。

位置・沿革

神崎川

当区は、大正14（1925）年の第２次市域拡張により
東淀川区として発足し、昭和49（1974）年の分区に
よって淀川区となりました。

淀川



この地は古くから、交通の要衝として栄えてきましたが、
昭和39（1964）年の東海道新幹線の開通に伴う新大阪駅
の開設や地下鉄御堂筋線の延伸、平成９（1997）年のＪＲ
東西線の開通に加え、大規模な区画整理による近代的な都市
づくりが進められてきました。

区内の産業は、卸・小売業、飲食店を中心とする商業活動
だけでなく、機械器具製造業、金属製品製造業などの工業活
動も盛んで、区内の事業所数や、製造品出荷額とも、常に本
市の上位を占めています。

現在では、大阪市内24区で２番目に多い、約18万４千人
の人口を擁し、将来性豊かな、活気と魅力にあふれる区とし
て発展を続けています。
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第２章 淀川区の概況

交通・産業

三国駅

十三駅周辺の商店街



つなぐ・ひろがる・支えあうまち よどがわ

第３章 区のめざす将来像
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安全で安心な
まちづくり

（地域防災・
地域福祉の推進）

子育てや
教育環境が
充実した

まちづくり

人と人がつながり
にぎわいと

魅力あふれる
まちづくり

区民が
利用しやすい
区役所づくり

◆ 区民の皆さまと、淀川区役所を始めとした行政の施策あるいは淀川区自体が持つ魅力とをつないでいく
◆ 淀川区の施策やまちの魅力を介して、人々の交流の輪がひろがっていく
◆ 区民の皆さまがお互いに支えあう仕組みを、淀川区役所が主体となって構築していく

区のめざす将来像「つなぐ・ひろがる・支えあうまち よどがわ」には、こうした意味が込められています。

区のめざす将来像

将来像を実現するための４つの柱



第３章 区のめざす将来像

6淀川区将来ビジョン2025

■ 区民の立場に立った区政運営
■ 窓口サービスの向上

■ 地域コミュニティの活性化
■ 魅力的なまちづくりの推進

■ 切れ目のない子育て支援
■ 学校教育への支援

■ 防災・減災対策
■ 防犯対策
■ 生活困窮者を支える仕組みの構築
■ 要援護者(高齢者・障がい者)を支える仕組みの構築

子育てや教育環境が
充実したまちづくり

人と人がつながり
にぎわいと魅力あふれる

まちづくり

区民が利用しやすい
区役所づくり

安全で安心なまちづくり

（地域防災・地域福祉の推進）

４つの柱ごとに、さまざまな施策を展開していきます

４つの柱 主な取組み



１ 安全で安心なまちづくり（地域防災・地域福祉の推進）

(1) 防災・減災対策

・各地域では、地区防災計画が未更新であったり、自主的な

避難所の開設や運営が難しいという状況があります。

・災害時の区災害対策本部と各地域の通信・情報共有手段に

ついて、DX(右下※参照)推進をふまえ構築する必要があります。

第４章 施策展開の方向性
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「淀川区役所と地域が防災・減災対策に取り組んで

いると感じる」と答えた割合 65％以上

・防災啓発や、防災情報の発信に取り組みます。

・地区防災計画の更新や地域での避難所開設を支援します。

・DXの推進による新防災情報システムなどを活用して、区災

害対策本部と各地域との通信・情報共有方法を構築します。

主な施策

現状と課題

アウトカム指標（成果目標）
※DXはデジタルトランスフォーメーションの略で、
デジタル技術やデータを活用し、大胆に業務を見直
すことによって、行政サービスの向上と業務効率化
を図ることをいいます。

▲地域の防災訓練の様子



１ 安全で安心なまちづくり（地域防災・地域福祉の推進）

(2) 防犯対策

第４章 施策展開の方向性
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アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

・街頭犯罪の認知件数は減少している一方、高齢者を狙った

特殊詐欺が増加傾向にあります。

・警察や地域、企業等と連携し、犯罪の発生状況に応じた防

犯の取組みを進める必要があります。

「区役所が地域、企業、警察と連携して犯罪防止に取り組ん

でいると感じる」と答えた割合 85％以上

・犯罪発生状況等の情報発信を行い防犯意識を向上します。

・地域や企業が行う防犯活動の広報や活動支援を行います。

・警察や関係団体と連携し、青色防犯パトロールや防犯カメ

ラの設置など、犯罪が起きにくい環境整備を進めます。

▲通学路の見守り活動の様子

平成29年 728件

平成30年 649件

令和元年 616件

令和２年 500件

令和３年 453件

10万人あたりの街頭犯罪発生件数
（淀川区）



１ 安全で安心なまちづくり（地域防災・地域福祉の推進）

(3) 生活困窮者を支える仕組みの構築

・複合的な課題を抱えた人に対し、既存の仕組みだけでは解

決できない問題が生じています。

・制度のはざまに陥りがちな人を早期に発見し、必要な支援

につなげていく必要があります。

第４章 施策展開の方向性
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「区内に各種相談窓口があることを知っている」と答えた割

合 70％以上

・区役所内に開設している生活困窮者自立支援相談窓口や、

区内の各種相談窓口の認知度を向上します。

・必要な支援につなげられるよう、区内相談支援機関等の連

携強化に取り組みます。

アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

浪速区 15.2%

淀川区 15.0%

住吉区 14.3%

東成区 13.7%

東淀川区 12.6%

…

大阪市平均 10.1%

困っていることや悩んでいること、
または不安なことを相談できる人
がいないと答えた方の割合

出所：大阪市における地域福祉にかかる
実態調査（令和元年）



１ 安全で安心なまちづくり（地域防災・地域福祉の推進）

(4) 要援護者（高齢者・障がい者）を支える仕組みの構築

・単身高齢者世帯の増加、社会・経済情勢の変化、地域での

つながりの希薄化を背景に、社会的孤立が広がっています。

・災害発生時に、ひとりで避難することが困難な方に対する

取組みを進める必要があります。

第４章 施策展開の方向性
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要援護者支援システムにおける個別避難計画書の作成に取り

組んでいる地域 区内の全18地域

・「地域見守り活動サポート事業」を実施し、地域における

見守り活動に取り組みます。

・要援護者支援システムを構築し、日頃の見守り活動から防

災に対して意識を持ってもらえるような取組みを進めます。

アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

▲要援護者（高齢者・障がい者）支援
のイメージ



２ 子育てや教育環境が充実したまちづくり

(1) 切れ目のない子育て支援

・淀川区で出生した新生児は1,431人（市内24区中最多）、

15歳未満の人口は17,948人（24区中3位）と、出生～就学

期の児童数が多いことから、安心して子育てができる環境を

つくることが必要です。

第４章 施策展開の方向性
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「安心して子育てができる環境であると感じる」と答えた割

合 40％以上

・妊娠期から就学期まで、切れ目のない子育て支援「淀川区

版ネウボラ」を実施します。

・子育て世帯に向けた支援を通じて、「重大な児童虐待ゼ

ロ」を進めます。

アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

▲子育て講座「ゆめちゃん☆ハッ
ピールーム」の様子

出所：令和２年厚生労働省人口動態調査

行政区別の出生数

1 淀川区 1,431人

2 城東区 1,422人

3 北区 1,270人

4 東淀川区 1,219人

5 平野区 1,214人



２ 子育てや教育環境が充実したまちづくり

(2) 学校教育への支援

・大阪市、淀川区のこどもの自己肯定感は全国平均を下回っ

ており、自己肯定感の低さは、学習意欲や社会生活における

自信の喪失につながりやすく、長期的な成長に影響を与える

重要な課題となっています。

第４章 施策展開の方向性
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検定を受検した児童・生徒へのアンケートで、自己肯定感の醸成に関

する肯定的な回答の割合が、80％以上を維持している状態

・検定試験の受検や、放課後の自主学習の取組みを実施し、

自己肯定感の醸成を図ることで、学習習慣の定着や基礎学力

の向上を支援します。

アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題
【参考】
令和５年度全国学力・学習状況調査における質問
「自分にはよいところがあると思いますか」の肯
定的な回答の割合（％）

▼検定受検の様子

大阪市 全国

小学校 81.1 83.5

中学校 79.2 80.0

令和５年度検定受検者アンケートにおける質問
「受検（漢検等）に向けて勉強や努力をしたこ
とは、自分の成長や自信につながりましたか」
の肯定的な回答の割合（％）

淀川区

小・中学校 81.7



３ 人と人がつながり にぎわいと魅力あふれるまちづくり

(1) 地域コミュニティの活性化

第４章 施策展開の方向性
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アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

・転出入が多く、20代から30代の単身者が多いことから、

ご近所同士のつながりが希薄となっています。

・地域特性に応じた自律的な地域運営のための支援を行って

いますが、活動の担い手の固定化と高齢化が課題です。

防災訓練、夏祭り、児童の登下校時の見守り活動、高齢者食事サービス、敬老会など、身近な地域活

動が地域の方々によって行われていることを知っている割合 85％

・区役所の広報誌、ホームページ、SNSのほか、各地域の広報紙やSNS等を活用して、若い世代に向

けた情報発信を強化し、身近な地域活動への参加を促します。

・企業、学校、NPO等と地域活動協議会の連携を支援し、活動の担い手のすそ野を広げます。

・地域が抱える課題解決のために、企業と区役所との連携を進めます。

地域の方々
による公園の
清掃活動



(2) 魅力的なまちづくりの推進

・淀川区は、10代未満と30代が転出超過で、子育て世帯に

住み続けたいと思ってもらえるまちづくりが課題です。

・新たなにぎわいを創出し、十三エリアの一体的な魅力向上

と淀川区全体のブランド向上をめざす必要があります。

第４章 施策展開の方向性
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淀川河川敷十三エリアにおいて、にぎわいづくりを目的とす

る事業を展開する民間事業者が１社以上ある状態

アウトカム指標（成果目標）

現状と課題

・淀川河川敷十三エリアのにぎわいづくりに取り組みます。

・もと淀川区役所跡地等活用事業を着実に推進します。

・広域的な交通結節点である新大阪駅周辺の整備に関して、

区政会議等を通じて区民の意見を反映するよう取り組みます。

主な施策

▼もと淀川区役所跡地に図書館を含
む複合施設を整備します

３ 人と人がつながり にぎわいと魅力あふれるまちづくり

淀川河川敷は
区民の憩いの場
として親しまれ
ています



４ 区民が利用しやすい区役所づくり

(1) 区民の立場に立った区政運営

・区政会議とその位置付けは、十分に区民に浸透していると

はいいがたい状況です。

・区民からの相談や問い合わせに対して、適切に対応してい

く必要があります。

第４章 施策展開の方向性
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区政に区民の意見が伝わり反映させる体制が「できていると感

じる」「ある程度できていると感じる」と答えた割合 54.7％

・区政会議で活発な議論が行われるよう工夫します。

・区民アンケートを計画的、効果的に実施し、区役所の各施

策のPDCAに活用します。

・区民の意見を取り入れた施策の情報発信を強化します。

アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

できていると感じる 4.6%
ある程度できていると感じる 40.1%
あまりできていないと感じる 38.5%

できていないと感じる 12.5%
無回答 4.3%

「淀川区政に区民の意見が伝わり、
反映させる体制ができていると感
じる」と答えた割合

出所：令和３年度第２回淀川区民アンケート

▲区政会議



４ 区民が利用しやすい区役所づくり

(2) 窓口サービスの向上

・区役所来庁者に対する窓口サービスにかかる民間事業者の

覆面調査員による調査では、★２つを獲得しました。

・今後も、来庁者の立場に立ったきめ細やかな窓口サービス

に努める必要があります。

第４章 施策展開の方向性
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窓口サービスにかかる民間事業者の覆面調査員による調査で

★２つ（3.5点～4.4点）以上を維持している状態

・職員の接遇マインドやスキルを向上させ、職員の接遇能力

の向上に取り組みます。

・スムーズな手続きに向けた区役所庁舎内の案内表示の改善

や、待ち時間を快適に過ごせるような取組みを進めます。

アウトカム指標（成果目標）

主な施策

現状と課題

▲案内表示の改善に取り組みます

民間事業者の覆面調査員による
窓口サービスの調査結果

年度 結果
点数

(5点満点)

令和３年度 ★★ 3.6点

令和２年度 ★ 3.4点

令和元年度 ★ 3.4点

平成30年度 ★ 3.4点

(凡例)

★★★
全国に誇れる極めて高度なレベル
4.5点以上

★★
民間窓口サービスの平均を上回るレベル
3.5点～4.4点

★
民間窓口サービスの平均的なレベル
3.0点～3.4点

なし
１つ星に達しないレベル
0点～2.9点
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もと淀川区役所跡地

阪急十三駅前のもと淀川区役所跡地に、
図書館を核とした官民連携の複合施設が
令和8（2026）年に完成予定。

淀川河川敷十三エリア

淀川河川敷に新たなにぎわいを創出し、
淀川区全体のブランド向上をめざします。

淀川区内で進行中のまちづくり

淀川区内では、行政や民間によるさまざまな
まちづくりが進行中です。その一部をご紹介
します。 ※写真やイラストはイメージです



新大阪駅周辺地域

淀川区内で進行中のまちづくり

淀川区将来ビジョン2025 18

都市再生緊急整備地域に指定され、
民間の都市開発プロジェクトを促進。
新大阪駅エリア全体の価値の向上をめざす
取り組みが進んでいます。

魅力的な建物低層部のイメージ

改装された
OsakaMetro新大阪駅都市機能の向上を図るゾーンの範囲

出所（特に注記のないもの）：
新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域
まちづくり方針2022

新大阪駅周辺地域のまちづくりの
インパクト

出所：区広報誌「よどマガ！」出所：淀川区ホームページ



淀川区 大阪市
24区中
の順位

（出典）

世帯数 106,789世帯 1,508,394世帯 １位 令和４年12月１日 推計人口

人口 184,481人 2,758,013人 ２位 令和４年12月１日 推計人口

面積 12.64㎢ 225.33㎢ ６位 令和４年12月１日 推計人口

人口密度 14,595人／㎢ 12,240人／㎢ 11位 令和４年12月１日 推計人口

65歳以上の
構成比率

22.6% 24.8% 17位 令和４年９月 住民基本台帳人口

外国人人口 7,837人 150,396人 6位 令和４年９月 住民基本台帳人口

1世帯あたりの
人員

1.76人 1.87人 19位 令和２年国勢調査

人口1人当たりの
公園面積

2.02㎡ 3.30㎡ 17位 令和４年度版大阪市区政概要

事業所数 15,818か所 230,433か所 ３位 令和３年経済センサス活動調査

製造品出荷額 3,349億円 ３兆5,747億円 ３位 2020年工業統計調査

参考資料 淀川区のデータ
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○ 人口の推移 資料：総務省「国勢調査」

（注）「年齢不詳」は含まない

参考資料 淀川区のデータ

■年齢３区分別人口及び世帯数・1世帯あたりの人数推移

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

0歳～14歳 31,217 28,944 23,822 20,172 18,096 18,509 18,256 18,139 17,948

15歳～64歳 110,087 116,601 119,807 120,907 120,366 119,919 117,819 115,840 123,760

65歳以上 12,645 14,426 16,548 20,121 24,809 29,260 34,061 39,965 41,736

計 153,949 159,971 160,177 161,200 163,271 167,688 170,136 173,944 183,444

59,644 62,935 67,788 74,288 80,187 84,168 91,056 94,400 104,126

2.58 2.54 2.36 2.17 2.04 1.99 1.87 1.84 1.76

世帯数

1世帯あたりの人数

年
齢
別
人
口
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20.3% 18.1% 14.9% 12.5% 11.1% 11.0% 10.7% 10.4% 9.8%

71.5% 72.9%
74.8% 75.0% 73.7% 71.5% 69.2% 66.6%

67.5%

8.2% 9.0% 10.3% 12.5% 15.2% 17.4% 20.0% 23.0%
22.8%

2.58
2.54

2.36

2.17
2.04 1.99

1.87 1.84
1.76
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 1世帯あたりの人数（右目盛り）

人
口
（
人
）

１
世
帯
あ
た
り
の
人
数
（
人
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参考資料 淀川区のデータ
資料：総務省「国勢調査」

○ 人口の構成（人口ピラミッド）（令和２年）
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（％）

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00

0～4歳
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10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

人口構成（淀川区）

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00
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5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳
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35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

人口構成（全国）

淀川区の人口構成は、「20代が多い」「10代前半と30代はその前後の世代に比べて少ない」
という特徴があり、全国の人口構成と異なる傾向を示しています。

（％）



参考資料 淀川区のデータ

○ 単身世帯の割合（令和２年）

世帯主の年齢 世帯総数
うち

単身世帯数
単身世帯数

の割合

15～19歳 603 580 96.2%

20～24歳 6,051 5,588 92.3%

25～29歳 10,297 8,298 80.6%

30～34歳 8,570 5,301 61.9%

35～39歳 7,853 4,038 51.4%

40～44歳 7,680 3,502 45.6%

45～49歳 9,312 4,331 46.5%

50～54歳 8,405 4,084 48.6%

55～59歳 7,180 3,530 49.2%

60～64歳 5,779 2,694 46.6%

65～69歳 5,927 2,762 46.6%

70～74歳 7,333 3,361 45.8%

75～79歳 5,656 2,674 47.3%

80～84歳 4,112 1,984 48.2%

85歳以上 3,817 2,105 55.1%

年齢「不詳」 5,551 5,550 100.0%

総数 104,126 60,382 58.0%

○ 世帯構成（令和２年）

資料：総務省「国勢調査」
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世帯人数 1人 2人 3人 4人 5人 6人以上

世帯数 60,382 22,739 11,365 7,312 1,889 439

世帯構成の割合 58.0% 21.8% 10.9% 7.0% 1.8% 0.4%



転入等 ：転入、入国、その他増数
転出等 ：転出、出国、その他減数
社会増減数：転入等－転出等

参考資料 淀川区のデータ

0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85歳以上

転入等 366 118 103 548 4,189 4,050 2,189 1,192 726 677 524 343 199 140 115 72 70 92

転出等 ▲ 642 ▲ 224 ▲ 100 ▲ 333 ▲ 2,222 ▲ 3,599 ▲ 2,224 ▲ 1,210 ▲ 809 ▲ 646 ▲ 503 ▲ 353 ▲ 219 ▲ 168 ▲ 140 ▲ 102 ▲ 126 ▲ 141

社会増減数 ▲ 276 ▲ 106 3 215 1,967 451 ▲ 35 ▲ 18 ▲ 83 31 21 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 28 ▲ 25 ▲ 30 ▲ 56 ▲ 49

年齢

○ 淀川区の転出入数（令和元年10月1日～令和２年９月30日）

資料：大阪市計画調整局（住民基本台帳データ）から集計
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淀川区将来ビジョン2025 23



淀川区将来ビジョン2025

淀川区将来ビジョン2025

令和５年１月
大阪市淀川区役所
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